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むつ市議会第１９７回定例会会議録 第５号

平成２０年９月１６日（火曜日）午前１０時開議議事日程 第５号

◎諸般の報告

【一般質問】

第１ 一般質問（市政一般に対する質問）

（１）14番 佐々木 隆 徳 議員

（２）１番 鎌 田 ちよ子 議員

（３）７番 野 呂 泰 喜 議員

【議員提出議案上程、提案理由説明、質疑、討論、採決】

第２ 議員提出議案第６号 むつ市議会会議規則の一部を改正する規則

本日の会議に付した事件

議事日程に同じ
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◎開議の宣告

午前１０時００分 開議

〇議長（村中徹也） ただいまから本日の会議を開

きます。

ただいまの出席議員は27人で定足数に達してお

ります。

◎諸般の報告

〇議長（村中徹也） 議事に入る前に諸般の報告を

行います。

９月12日、本会議終了後の議会運営委員会にお

いて、むつ市議会会議規則の一部を改正する規則

については、本日全議員をもって議員提出議案と

して上程することが決定しておりますので、ご報

告いたします。

また、議員17名から提出がありました後期高齢

者医療制度の廃止を求める意見書については、９

月19日の本会議に議員提出議案として上程するこ

とが決定しておりますので、ご了承願います。

〇議長（村中徹也） 本日の会議は議事日程第５号

により議事を進めます。

◎日程第１ 一般質問

〇議長（村中徹也） 日程第１ 一般質問を行いま

す。

本日は、佐々木隆徳議員、鎌田ちよ子議員、野

呂泰喜議員の一般質問を行います。

◎佐々木隆徳議員

〇議長（村中徹也） まず、佐々木隆徳議員の登壇

を求めます。14番佐々木隆徳議員。

（14番 佐々木隆徳議員登壇）

〇14番（佐々木隆徳） 新風クラブ、脇野沢選出の

佐々木隆徳です。

合併後これまで折々に旧脇野沢村の村史発行に

つきまして質疑等を行ってまいりましたが、手が

けてから足かけ20年を経過いたしまして、ようや

くこの春発行されました。私ごとでまことに恐縮

でありますが、昨年亡くなった私の父が村史編さ

ん委員会の委員長として、またこの春定年退職し

た私の兄が当初から、そしてまた発行まで事務局

として携わってきた経緯もあり、これを手にする

につけ大変感慨深く、何か肩の荷がおりた思いが

。 、いたしております 合併して村の文字が消えた今

なおさら貴重なものと再認識しているところであ

り、発行にご尽力いただきました関係各位に対し

まして、深く感謝申し上げる次第であります。

次に、今月７日に行われました県民駅伝大会に

つきましては、先日の斉藤議員も触れられており

ましたが、大きな目標としていた優勝７連覇は惜

しくも逃したものの、総合２位の立派な成績に対

しまして、選手の皆さんはもちろんのこと、教育

委員会を初めとする関係者には日ごろの努力に対

しまして、改めて敬意を表するとともに、来年以

降の活躍を大いに期待するところであります。

それでは、通告に従い一般質問を行います。

初めに、職員のマイカー通勤についてでありま

すが、合併により行政区域の拡大とともに職員の

通勤範囲も拡大し、また通勤する職員数も多くな

っており、このことは当然事故が起きる確率も高

くなっているものと思います。

ことし７月に起きました脇野沢からの通勤途中

の大変悲しい事故は、一家の大黒柱を失った、最

愛の人を失った、そのような家族の悲しみはもち

ろんのこと、有能ですばらしい人材を失ったむつ

市にとっても大きな損失であります。二度とこの
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ような事故が起こらぬことを願うわけであります

が、そこで職員に対し、安全運転等について日ご

ろからどのような指導を行っているのか、また今

後安全指導等を行う計画などはあるのかを伺いま

す。

次に、通勤手当についてでありますが、支給内

。 、容及び支給額はどのようになっているのか また

若干現在値下がりに転じたとはいえ、依然として

高値が続くガソリンなど、燃料価格の高騰は特に

余儀なく長距離通勤している職員の生活に大きな

負担となっていることは間違いなく、むつ市の厳

しい財政事情は十分理解しつつも、職員もまたむ

つ市民であり、生活防衛に頑張っているものと思

います。そこで、通勤手当を増額改定する考えは

ないのか、単刀直入に伺います。

、 。２点目は サルの被害対策についてであります

８月１日に行われましたサル追い上げ用の犬モン

キードッグの引き渡し式には私も出席させていた

だきましたが、自分の想像以上に２頭の有能な姿

を見て、追い上げ効果を大いに期待したところで

あり、また地元農家では大きな期待とともに大変

注目しているところであります。導入後、現在ま

だ１カ月半しか経過しておりませんが、農作物被

害等の減少効果はどうなのか、またどのような課

題があり、その対策についても伺います。

３点目は、ラジオエフエム放送についてであり

ます。放送網の拡大により、旧むつ市から合併し

た川内、大畑、脇野沢地区においても議会の生の

放送が聴取可能となりました。このことは、私自

身正直合併する前まで全く考えもしなかったこと

でありますが、結果として議会の大きな情報開示

となり、じかに伝わる議会の生の情報により、議

会に関心のなかった市民にも興味を持っていただ

、 、くことにつながり また我々議員も緊張感を持ち

議員の資質向上の一役にもなっているものと思い

ます。さらには、緊急時の対応等にも有効活用で

きるものと考えますが、このエフエム放送の難聴

地区はどの程度あるのか、把握状況についてと、

その解消計画をどのように考えているのか伺いま

す。

最後の４点目は、青森―函館間を航行する高速

フェリーの波についてであります。この高速フェ

リーは昨年９月から運航しており、その高速フェ

リーが通過した後におくれて押し寄せる高波の影

響であります。一番被害の大きい脇野沢の九艘泊

地区周辺の住民は、毎日のことでもあり、直接の

被害はないものの、他地区から来た釣り人や、い

そ遊びに来た親子連れなど、一歩間違えれば事故

につながる例は多々あったと聞いております。幸

いにして人的被害はこれまでなかったものの、フ

ェリー会社への危険を知らせる看板等の設置要請

や二度三度の広報掲載など、市民の安全を守るた

めの対策を伺い、壇上からの質問といたします。

〇議長（村中徹也） 市長。

（宮下順一郎市長登壇）

〇市長（宮下順一郎） 佐々木議員のご質問にお答

えいたします。

、 。まず 職員のマイカー通勤についてであります

議員ご承知のとおり、去る７月10日、自動車を利

用した通勤途中の職員が亡くなるという痛ましい

交通事故が発生いたしました。有能な職員をこの

、 。ような事故で失うことは 痛惜の念にたえません

自動車の運転について、職員に対しましては、

体調管理に留意しながら、安全運転の徹底につい

て心がけるよう、また所属長に対しましては、公

務中の運転についても、所属職員の指導監督に万

全を期するよう通知したところであり、今後とも

注意を促してまいりたいと考えております。

また、通勤手当につきましては、昨今の原油高

に伴うガソリン価格の高騰により、自動車を使用

した遠距離通勤者の負担増については十分認識し

ているところでありますが、民間での支給状況及
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び逼迫したむつ市の財政事情を考慮すれば、市の

職員のみが厚遇を受けるわけにはいかず、市民の

理解も得られるものではないと考えております。

先般、今年度の人事院勧告があったところであ

りますが、国においても官民がほぼ均衡している

ことや、過去においてガソリン価格の変動を加味

したことがないとの理由で、改定は据え置かれた

ものであります。

職員の給与に関しましては、国公準拠の観点か

ら、国や県の基準を上回る支給はできないという

大前提がございます。このため、今後とも国及び

県、さらには県内各自治体の動向を見据えながら

対応してまいりたいと考えておりますので、ご理

解を賜りたいと存じます。

なお、通勤手当等につきましては、総務部長か

ら答弁いたします。

次に、サル被害対策についてであります。モン

キードッグの導入の経過等につきましては、佐々

木議員ご承知のとおりでありますが、下北半島の

ニホンザルは、個体群、個体数の増加により遊動

域の拡大に加えて耕作地への定着など、農作物へ

の被害が後を絶たない状況にあり、また近年は人

家周辺への定着も多くなり、人的被害や人家侵入

被害などの発生、さらには地域住民に対する強烈

な威嚇などによる精神的な被害が増大し、住民と

のあつれきが生じるなど、危機感を抱いていると

ころであります。

このことから、市では通年実施している野猿監

視業務及び電気さく設置とあわせ、猿害対策とし

て効果が期待され、全国的に普及が進んでいるモ

ンキードッグを活用した追い上げや追い払いを新

たな被害対策として導入したものであります。

モンキードッグ導入事業及び活動状況について

は、担当部長から説明いたします。

まず、ご質問の１点目のモンキードッグ導入後

の効果についてであります。平成19年８月の農作

、 、物被害額を比較してみますと 昨年８万4,487円

カボチャ、サヤインゲン、トウモロコシ、スイカ

などを含めましてのその金額に対し、ことしは２

万1,747円で、６万2,740円の74.2％の減でありま

す。これは、従来の野猿監視員によるロケット花

火や電動エアガン等を使用した追い上げ、追い払

いとは違い、サルはモンキードッグの存在を確認

するだけで警戒し、人家周辺及び耕作地へは出没

せずに山奥へ移動した効果であると思われます。

特にＡ２―85群は、冬期間しか利用しない山奥を

移動するなど、遊動域の変化も見られる結果とな

っております。また 「ゴン太」と「はな」は、、

出動回数を重ねるごとに作業及び現場になれ、導

入時よりもたくましくなり、十分に力を発揮でき

るようになってきているところであります。

次に、ご質問の第２点目の課題についてであり

ます 「ゴン太」と「はな」のパートナーは、野。

猿監視員２名のハンドラーしかいないため、担当

野猿監視員が休日の際、農作物被害が起きている

ケースがほとんどであります。また、１日の実働

時間が朝５時から午後６時までと長時間であり、

野猿監視員ハンドラーの体力も限界に来ているた

め、今後他の野猿監視員もハンドリングの訓練を

実施し、モンキードッグとのパートナーをふやす

ことで、早番、遅番の時間帯を防除できる体制づ

くりが急がれているところであります。

次に、ご質問の３点目の対策についてでありま

す。現在２名の担当者以外の野猿監視員の中から

モンキードッグに興味のある人を選び、ハンドリ

ングの訓練を実施しているところですが、被害対

策を含めての訓練で、サルの出没にも対応し、さ

らに服従訓練も行わなければならないことから、

パートナー養成には時間を要し、このことから農

作物の収穫が終わった後に服従訓練等を実施し、

効果的なモンキードッグの運用に努めてまいりた

いと考えているところであります。現在不足して
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いるハンドラーについては、当面は鳥獣対策室の

職員で対応してまいる所存でありますので、ご理

解いただきたいと存じます。

また、大畑地区においては 「ゴン太」と「は、

な」を試験的に導入し、現地での訓練を行い、効

果等を検証し、野猿監視員や維持管理等を含めた

課題を検討してまいりたいと考えているところで

ありますので、ご理解を賜りたいと存じます。

次に、ラジオエフエム放送についてのご質問に

お答えいたします。議員ご承知のとおり、市町村

合併後の放送エリア拡大については、これまで一

般質問や予算審査特別委員会等で早期実現への強

い要望があり、平成19年11月、旧町村部における

放送が実現いたしました。

まず、この取り組み経過を申し上げますと、平

成19年６月、株式会社エフエムむつによる東北総

合通信局に対しての放送区域拡大に伴う無線局の

開設申請がなされ、９月には大畑中継所を皮切り

とした川内、脇野沢各中継局から試験電波発射、

11月21日には本免許が交付となり、翌日の22日か

ら本放送が開始となったところであります。この

エリア拡大事業に係る市の負担額を総事業費の９

割とし 6,700万円余りを補助金として 平成19年、 、

度から平成26年度までの８年間で交付することと

いたしております。

放送区域のカバー率は、62.7％から84.3％と向

上し、当初想定された80％台をクリアしておりま

す。これは、エフエムコミュニティー放送局とし

ては全国初であります同期放送を含め、旧町村部

それぞれに中継局を設置するなど山間部が多く、

海岸部に集落が存在するこの下北半島特有の住環

境の中で、より広範囲な聴取可能区域の確保を意

、 。識し その手法にも意を用いた結果でもあります

しかしながら、これらの手法を用いましても無線

中継、送信という性格上、山間部など地形的要因

からくる難聴区域はどうしても発生いたします。

難聴区域としては、事業者による調査によります

と、川内地区では湯野川、畑の２地区、大畑地区

では赤川、薬研、奥薬研の３地区、脇野沢地区で

は九艘泊地区が確認されております。

次に、これらの難聴区域の解消計画についてで

ありますが、その解消方法としては、中継所や共

同アンテナの設置等が考えられるところではあり

ますが、その費用対効果を考えますと、現実には

難しいものがございます。

また、事業者側としても、当初想定されたカバ

ー率をクリアしたことから、現時点においての計

画は予定してはいないと伺っておりますが、市と

して特に有事における情報伝達の手段はしっかり

と確保してまいらなければならないものと認識い

たしております。

地上デジタル放送開始時における難視聴地域対

策や現在旧むつ地区、旧町村部それぞれで運用し

ている防災行政用無線設備に関しても統合はもち

ろんのこと、老朽化対策としてのデジタル無線化

への移行など、これらの課題を総体的にとらえ、

それぞれの地域の実情にかなった緊急時の情報伝

達手段として効率的、効果的な方法を検討してま

いりたいと考えておりますので、ご理解を賜りた

いと存じます。

次に、高速フェリーの波についてのご質問につ

いては、総務部防災調整監から答弁いたします。

〇議長（村中徹也） 総務部長。

〇総務部長（新谷加水） 職員のマイカー通勤につ

いて市長答弁に補足説明させていただきます。

まず１点目の安全運転指導についてであります

が、これにつきましては、ただいま市長がお答え

いたしましたように、職員に対しましては、公用

車の運転についてはもちろん、通勤時等自家用車

の運転に際しましても交通事故に十分留意し、安

全運転の確保に努めるよう機会あるごとに再三注

意を呼びかけているところであります。しかしな
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がら、安全運転の励行は運転者の技量及び判断に

ゆだねられているところでありますし、自身の健

康管理につきましても、職場においては健康診断

を義務づけてはおりますものの、日々の健康状態

につきましては、職員一人一人の自己管理にゆだ

ねられているものであります。そのため、事故を

未然に防ぐ抜本的な対策は難しいわけであります

が、職員には繰り返し繰り返し、体調に留意しな

がら安全運転の徹底について心がけるよう注意と

自覚を促してまいらなければならないものと考え

ているところであります。

、 、次に ２点目の通勤手当についてでありますが

通勤手当を含む職員の給与は、地方自治法並びに

地方公務員法の定めにあるとおり、条例でこれを

定めなければならないことになっております。こ

のうち通勤手当につきましては、むつ市職員の給

与に関する条例第10条の規定に基づき支給されて

おり、自動車で通勤する場合においては、通勤距

離が２キロメートル以上の者に対し、その使用距

離に応じて支給することになっております。使用

距離に応じた額については、２キロメートルごと

の区分により額を定めております。

具体的な例を示しますと、川内地区から本庁舎

への通勤者の通勤距離が25キロメートルの場合は

１万4,800円、脇野沢地区から本庁舎への通勤者

の通勤距離が45キロメートルの場合は２万

5,900円となります。通勤手当の総支給額につき

ましては、平成19年度決算では3,600万円程度の

見込みであり、平成20年度におきましてもほぼ同

額の見込みであります。本年８月支給の通勤手当

、 、で見ますと 総職員636名のうち416名に支給され

その額は約292万円となっております。このうち

自動車を使用した通勤者に対する１人当たりの支

給額は、平均7,052円となっており、それぞれの

庁舎ごとに見ますと、川内庁舎への通勤者では平

均9,538円、大畑庁舎では平均8,715円、脇野沢庁

舎では平均１万709円となっております。

以上でございます。

〇議長（村中徹也） 経済部長。

〇経済部長（櫛引恒久） モンキードッグ導入事業

及び活動状況について市長答弁に補足説明させて

いただきます。

まず、導入につきましては、平成20年度、市町

村発・元気なあおもりづくり支援事業の助成を受

け、社団法人日本警察犬協会会員であります警察

犬おいらせ訓練所等を視察し、訓練の意欲及びパ

ートナーとなる職員及び担当野猿監視員の基礎訓

練のための時間並びに警察犬訓練大会での技能等

を考慮した結果、警察犬おいらせ訓練所にお願い

したものであります。

基礎訓練につきましては、４月は３回、５月は

４回のうち、１回は現地での訓練、６月は４回の

うち２回は現地で、７月は４回のうち１回現地で

の訓練を実施し、全体の訓練日数はおいらせ訓練

所では11回、現地での訓練は４回でありました。

訓練時間につきましては、１日４時間から５時間

程度で実施してまいりました。

次に、モンキードッグの活動状況であります。

モンキードッグが導入されてから１カ月が過ぎ、

「ゴン太」と「はな」の活躍ぶりは全国に紹介さ

れ、他市町村、マスコミから注目を集めていると

ころです。１日の活動は、モンキードッグ担当野

猿監視員が早朝犬舎に出勤し、健康状態等を目視

した後、監視員とともに午前５時に出動し、夕方

６時ごろ勤務を終了し、その後犬舎に帰り、健康

状態等を目視後、えさを与え、犬舎に入れ１日が

終了いたします。ただ、サルの出没状況によって

終了時間が異なることになります。導入当初から

見れば、１日１日頼もしくなってきているところ

であります。

〇議長（村中徹也） 防災調整監。

〇総務部防災調整監（岩崎金蔵） 高速フェリーの
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波についての安全対策についてお答えいたしま

す。

現在青森市と函館市を結ぶ高速フェリーが１日

５便運航されておりますが、この高速フェリーが

脇野沢沖を通過した際の影響と思われる高波によ

り、本年７月から８月までの間に脇野沢地区の海

岸付近において３件の被害が報告されておりま

す。幸いにして人的な被害はなかったものの、波

に引き込まれそうになったり、釣り具等が流され

るなどの被害も報告されており、また漁業関係者

への被害も懸念されるところであります。

このため市としては、安全対策としまして、住

民に対し、去る９月10日発行のむつ市政だよりと

折り込みチラシにより高速フェリー通過後の高波

に対する注意を喚起したところであり、また事業

者であります東日本フェリーに対し、脇野沢地区

の海岸への立て看板設置、安全航行等の安全対策

を講ずるよう申し入れるよう検討しておりました

が、佐々木議員ご承知のように、新聞報道等によ

りますと、この高速フェリーは本年10月をもって

運航が休止されることとなりました。このため、

市としての今後の安全対策としては、10月10日発

行予定のむつ市政だよりに再度掲載し、高波に対

する注意を喚起するとともに、今後の推移を見な

がら、必要に応じて事業者に対して安全対策の徹

底を要望していきたいと考えておりますので、ご

理解を賜りたいと存じます。

〇議長（村中徹也） 14番。

〇14番（佐々木隆徳） １点目のマイカー通勤につ

いてでありますが、通勤に限らず通常業務での運

、 、転もふえている 一般職員の運転もふえていると

年々増加傾向にあるとの昨日教育部長の答弁もあ

りましたが、議会の都度に事故の和解報告がされ

ております。ある地区の話では、酒気帯びに近い

状態で通勤した職員もいるやに聞いております。

日ごろ公務員として飲む機会も多いものと思いま

す。職員に対しましては、常に交通安全の意識を

持たせることが必要であり、意識の高揚を図るべ

きであります。極力励行すべきことを要請いたし

まして、答弁は求めません。

職員手当についてでありますが、私がこの場で

、 、 、一番言いたいことは むつ地区はともかく 川内

脇野沢、大畑も入りますけれども、遠方から通勤

している職員が不利益をこうむっているのではな

いかということを一番この場で申し上げたいわけ

です 先ほどの答弁によりますと 年間で3,600万。 、

円ほどですか、かなりの金額が通勤手当として支

給されていると。例えば３％、５％程度上げたと

してもかなりの金額になります。それらを含めて

改めて要望しませんけれども、心遣いと思いやり

のある宮下市長の正直な気持ちを吐露していただ

きたいと。お願いいたします。

〇議長（村中徹也） 市長。

〇市長（宮下順一郎） この通勤手当の部分のガソ

リンの高騰というふうなことなのですけれども、

先ほど壇上でお話もいたしました。不利益をこう

むっているのではないかというふうなこと、しか

しながらこれはあくまでも職に対しての勤務でご

ざいます。ですから、私どもといたしましては、

その中で市の職員のみが、先般燃油の高騰、さま

ざまな業界に及んでいるというふうなお話でご要

望、またそういうような形でのご質問がございま

したけれども、この部分において、例えば市でそ

のガソリン高騰の部分というふうなことはなかな

かこれは当然私は市民のご理解を得ることはでき

ないと、こういうふうな判断をいたしているとこ

ろであります。その意味からして、通勤手当にし

て、その原油高に伴うガソリン価格の高騰、これ

に対応した形では今の時点では佐々木議員お話し

のように、優しさを持って接したいところはあり

ますけれども、なかなかこれは市民のご理解を得

るということはできないものというふうに判断を
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いたしているところであります。

また、前段のほうで職員の交通安全に対する意

識の向上というふうな部分で、酒気帯び運転に近

いような通勤をしているというお話、ちょっとご

ざいました。この部分については、厳しく対応し

ていかなければいけないという認識を持っており

ますので、その部分での意識の向上、当然これは

公務員としての注意と自覚というふうなことも促

していかなければいけない事案でございますの

で、酒気帯び運転で事故、またそういうふうな形

で社会的批判を受けることのないように、職員は

十分注意をするように督励をいたしてまいりたい

と思います。

〇議長（村中徹也） 14番。

〇14番（佐々木隆徳） できるだけといいますか、

議員はもちろんですけれども、公務員たるものそ

のようなことがないように、市長から厳しくお願

いいたします。

続いてサルの被害対策についてでありますが、

モンキードッグの導入以外の地区の被害対策につ

いて、８月でしたか、マスコミ報道にもありまし

たけれども、野平地区等の被害状況についてどの

ようになっているのか、わかった範囲でお知らせ

願います。

〇議長（村中徹也） 市長。

〇市長（宮下順一郎） 報道されまして野平高原野

菜、大根だとかレタス、非常にこれはその地区で

の主たる産物でございまして、非常に商品価値の

高いところ、そしてまた商品価値の高いものにサ

ルが被害を与えているというふうな部分、私もこ

の対策をしっかりととっていかなければいけない

だろうというふうな認識をしております。細かい

ことにつきましては、担当部長から答弁をさせま

す。

〇議長（村中徹也） 経済部長。

〇経済部長（櫛引恒久） 佐々木議員のご質問にお

答えいたします。

まず、モンキードッグ導入以外の被害対策につ

いてであります。平成20年度天然記念物ニホンザ

ル食害対策事業により、京都大学方式の電気ネッ

トさくを大畑二枚橋地区に500メートル、川内町

蛎崎地区に730メートル、脇野沢地区に270メート

ルを設置したところであります。また、平成20年

度サル・クマ農作物被害緊急対策事業で木野部地

区に150メートルを設置し、農作物被害軽減に努

めているところであります。

設置後の効果につきましては、現在までのとこ

ろ、農作物被害は出ておりません。今後は、大畑

町二枚橋地区と川内町蛎崎地区で被害対策懇談会

を開催し、地域住民からの要望等を聞きながら、

さらに被害対策に努めてまいりたいと思っている

ところであります。

、 。次に 野平高原野菜の被害についてであります

去る８月９日から10日の早朝にかけて、Ｚ２Ｂ群

64頭プラスアルファの一部が畑に入り込み、大根

80本、ジャガイモ約20キログラムの被害が発生い

たしました。被害発生後、野平高原野菜生産組合

の代表者と協議し、農家の方々にロケット花火で

追い払う自衛策をとっていただくこととしたほ

か、畑地区から野猿監視員を雇用し、現在朝５時

から追い上げ等を実施し、被害軽減に努めている

ところであります。

今後は、野平高原野菜生産組合の皆さんと協議

し、モンキードッグの導入やサル接近警戒システ

ムの導入など、どのような方策をとるべきか、検

討してまいりたいと考えておりますので、ご理解

賜りたいと存じます。

〇議長（村中徹也） 14番。

〇14番（佐々木隆徳） 前段での市長の答弁にモン

キードッグを効果的に行う旨の答弁があったと今

記憶しておりますけれども、モンキードッグに指

示を与えるハンドラーの育成が急務であると。そ
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のような中で、現在２頭しかいないモンキードッ

グをあっちこっちに配置するような形になれば、

当然現在の脇野沢の被害がまたもとに戻ると。そ

のことを踏まえまして、他地区への脇野沢以外へ

のモンキードッグの導入も検討すべきと思います

が、市長のその点のお考えを伺います。

〇議長（村中徹也） 市長。

〇市長（宮下順一郎） モンキードッグもサルがな

れてくるとなかなか効果が出ないというふうなこ

とも聞いております。やはり最初の怖さを与えて

威嚇するというふうなことによっての効果が今の

ところ非常に大きく出ているわけでございますの

で、このモンキードッグ、各地区、例えば大畑地

区二枚橋なんかでもそちらの地区にお邪魔いたし

ますと、サルの被害の訴えが非常に強うございま

す。そういうふうな意味で、モンキードッグで果

たして、今脇野沢地区の状況を、よくその経過を

検討し、それが非常に長期的に効果があるものな

のか、そういうふうなことも踏まえ、また今佐々

木議員ご指摘のとおり、ハンドラーの部分が不足

しております。また 「ゴン太」と「はな」の疲、

労度も増してきているのではないかなと、こうい

うふうな思いもしているところでありますので、

例えば「ゴン太」と「はな」を大畑地区のほうに

派遣して、今度は体力的に非常につらくなって効

果が薄れてくる、片一方を追い上げていくと、ま

た違う地区に出てくると。そういうふうなことも

よく検討して、サル接近警戒システムというふう

なものを踏まえながら、モンキードッグの現在の

状況、そして今後の経過をよく検討して、各地区

に果たしてモンキードッグがふさわしいのか、そ

ういうふうな形で検討を深めていきたいと、こう

思います。

〇議長（村中徹也） 14番。

〇14番（佐々木隆徳） サル被害対策の最後の質問

になりますけれども、被害の拡大、他地区へのモ

ンキードッグの導入などを検討する中身で、今後

の対応といたしまして、また現在脇野沢に置かれ

ております対策室のあり方、例えば範囲が今後ま

すます広くなった、広くなるような形になった場

合に、対策室、現在の状況でいいのか、職員配置

も含めた、場所も含めた形での対応等も検討しな

ければならないと思いますが、その点につきまし

て、市長の考え方を伺います。

〇議長（村中徹也） 市長。

〇市長（宮下順一郎） モンキードッグは、やはり

先ほど壇上で答弁をさせていただきましたよう

に、非常に訓練も日数もかかります。また、的確

な犬の種類、そういうものの検討を要する時間も

かかるというふうなことでございます。その部分

を踏まえまして、対応していかなければいけない

だろうと、こう思っています。

対策室のほうにつきましては、現在脇野沢を中

心として、そちらのほうからサルの状況を踏まえ

て移動したりして指導しているわけでございます

ので、各地区の状況を総合的に勘案して、対策室

。 、のあり方等も考えていかなければいけない ただ

これまでの状況を見ますと、脇野沢地区はサルの

被害の原点であります。この部分にまず手厚くし

っかりと対応をとらなければいけない。そして、

モンキードッグを配置し、サル監視員、そういう

方々のご協力もいただいて、その状況を踏まえて

十分検討していきたいと、こう思います。

以上です。

〇議長（村中徹也） 14番。

〇14番（佐々木隆徳） エフエム放送につきまして

は、現在補助金等の継続中ということでありまし

たので、高速フェリーの高波について若干質問い

たします。

質問というか、私は地区の住民から、地元の住

民から、１回見てみろということで、再三にわた

って見ておりますけれども、本来現状を考えます
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と、行政としてもっと早く対応すべきでなかった

。 、かなというのを一番思っております というのは

万が一事故が発生したとか人的被害があった、ま

たはそれに準ずるものがあったというときに、必

ず行政というのは後手後手になるのが通例です。

広報への掲載も地元からの要望等で初めて９月

10日の広報でしたかで私はヒアリングの際に１回

の広報でいいのかと、見なかった場合どうするの

かとか、それからむつ市民以外の方の対応という

のは、これは直接できないかもわかりませんけれ

ども、地元では釣り客、または親子連れ、そうい

った方々が来たときには、地元の人が親切にその

人たちにこのような形で何時ごろとかに高波が来

ますので、ここら辺は危ないですとか、そういう

対応をしているというのを伺っております。行政

のまずさと、今後の迅速な対応をお願いするとと

もに、その辺の市長の考え、お伺いいたします。

〇議長（村中徹也） 市長。

〇市長（宮下順一郎） 実は、私にもこの報告が８

月末ごろに来まして、特に驚いたのが８月13日の

事案でございまして 観光客家族４人の方々が 猿、 「

の住む海辺公園」から北貝崎付近のいそで遊んで

いたときに、その高波にお父さんが引かれてしま

って、お母さんが助けの人を呼びに行っている間

に自力でお父さんが岸に戻ったというふうな事案

をお聞きしました。非常にこれは大変な事態で、

仮に万が一のことがあると、これ大変なことにな

るということで、ただちに対応を命じたところで

あります。やはりこれはＰＲの部分、高波が来る

時間、要するにフェリーが運航している時間、そ

ういうふうなものを的確にこれは広報しなければ

いけないということで命じました。７月８日、そ

して８月10日と７月８日には船が高波でいそに打

ち上げられた、そして８月10日にはいそ遊びをし

ている方々のクーラーボックス等が高波に流され

て回収できなかったという事案も報告を受け、た

だちにＰＲ、そして広報していかなければいけな

いだろうというふうなことは命じたところであり

ます。若干その部分で広報紙の原稿の締め切りだ

とか、そういうふうなものが約１カ月前になると

ころがありますので、この部分では遅かったとい

うご指摘を私はしっかりと今後の広報のあり方、

これはさらに脇野沢地区での、例えば放送を通じ

ての案内だとか、そういうふうなこともこれから

しっかりと対応していかなければいけないと。今

全般的な部分で佐々木議員の行政の遅さというふ

うなことのご指摘もあろうかと思いますので、対

応方はスピーディーに対応していきたいと、こう

いうふうな思いでございますので、ご理解をいた

だきたいと、こう思います。

〇議長（村中徹也） 14番。

〇14番（佐々木隆徳） 先ほどの答弁にもありまし

、 、たとおり 通告した段階で東日本フェリーですか

利用率の低迷と燃料の高騰と、そういう理由によ

りまして、10月末で撤退するとの報道があり、再

三報道されています。繰り返しになりますけれど

も、ヒアリングの際に「取り下げしますか」みた

いな形での聞き取り状態でありました。ただ、そ

れでもきょう現在、10月末としてもあと１カ月半

あるわけです。そういう形での迅速な対応、これ

から指導等は市長に十分お願いいたしまして、一

般質問を終わります。ありがとうございました。

〇議長（村中徹也） これで、佐々木隆徳議員の質

問を終わります。

午前11時まで暫時休憩いたします。

午前１０時４５分 休憩

午前１１時００分 再開

〇議長（村中徹也） 休憩前に引き続き会議を開き

ます。

◎鎌田ちよ子議員
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〇議長（村中徹也） 次は、鎌田ちよ子議員の登壇

を求めます。１番鎌田ちよ子議員。

（１番 鎌田ちよ子議員登壇）

〇１番（鎌田ちよ子） １番、公明党、鎌田ちよ子

です。むつ市議会第197回定例会に当たり一般質

問をいたします。

数多くのドラマを生んだ北京五輪、４年後のロ

ンドン五輪では姿を消すことになりましたソフト

ボールチーム執念の金メダルを獲得した斎藤ジャ

パン、弘前市出身の斎藤春香監督のお母さんは視

力を失っておりますが 「春香には風が吹いてい、

るような気がする、きょうは勝つような気がして

困るくらい」と話していたとのこと。エース上野

選手は、413球、３完投を完璧に頑張り、五輪３

連覇のアメリカから勝利をもぎ取り、私たちに大

きな感動を与えてくれました。このチームの中に

は、生まれつきの心臓病、大動脈弁狭窄兼閉鎖不

全症と診断され、中学２年のときアメリカでドナ

ーが見つかり、８時間に及ぶ心臓手術を乗り越え

大活躍した西山麗選手がいます。西山選手の大活

躍は、大きな驚愕となり、日本じゅう、世界じゅ

。 、うに強烈な励ましを発信してくれました そして

現在パラリンピックが開催中であり、日本代表に

本県から選ばれた２人の中のシッティングバレー

ボール東選手は、むつ市川内町出身、大湊高校卒

で、中学２年のとき病気のため右足切断、本当の

強さを秘めた東選手に心から声援を送ります。

メダルをかち取った選手、残念な結果になった

選手、これまでの陰の闘い、苦闘や苦悩、家族や

コーチなどとの秘話が詳しく報道されるたび、私

たちに元気と生きる希望を与えてくれます。メダ

ルの数の議論だけではなく、世界的総スポーツの

祭典、戦争のない平和を心から願うものでありま

す。

通告に従い一般質問をいたします。市長並びに

教育委員会委員長におかれましては、明快かつ具

体的、前向きなご答弁をよろしくお願いいたしま

す。

質問の１は、防災行政について。安心・安全な

まちづくりについてお伺いいたします。十勝沖地

震、昭和43年５月16日午前９時48分、マグニチュ

ード7.9、震度５強、北海道から東北北部で揺れ

や津波の被害、死亡52人、重軽傷330人、住宅被

害全壊673、半壊3,004、当時私は高校生でありま

。 、 、した 余震が続き ライフラインがすべてとまり

実家から離れて生活していたので大変心細く、そ

のときの記憶は今でも鮮明です。本市も含め北海

道など、一時孤立状態になり、これを教訓に災害

時応急復旧用無線電話、孤立化防止用無線電話が

開発整備されました。

ところで、今回の岩手北部地震では、多くの負

傷者が出た理由としては、就寝中慌てて逃げよう

としてベッドや階段からの転落、転倒、割れたガ

ラスで手足を切ったけがが目立ち、消防関係者は

就寝時間帯の地震で体が思うように動かなかった

可能性を指摘しています。また、その反面、過去

の教訓で寝室に高さのある家具は置かない、玄関

に懐中電灯を置いておくなど、おのおのが日ごろ

より防災対策に心がけ、死者がなく、被害が拡大

しなかったことは、これまでの大地震の教訓が生

かせたと報道されています。

市民生活において、地震、台風、豪雨など、災

害はいついかなるときに襲ってくるかわかりませ

ん。市長は、こうした不測の事態を想定し、危機

管理対策充実に防災調整監を配したと認識してお

ります。新たに取り組んでいることと今後の課題

についてお伺いいたします。

質問の２は、食の安全について、地域ブランド

づくりについてお伺いいたします。食の安全であ

りますが、米加工会社三笠フーズの事故米転売問

題、被害はとどまるところ知らずの状況が日夜報
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道されています。また、この１年間、食品に関連

した偽装事件は主なものだけでも北海道の牛肉ミ

ンチ品質表記やお菓子の賞味期限、秋田の鶏肉表

記、三重県のお菓子賞味期限、大阪府の食品消費

賞味期限、岐阜県の牛肉等級表記と枚挙にいとま

がありません。中でも中国産ウナギを愛知県産三

河一色産と偽装した事件は悪質でありました。そ

して、県内でも弘前市のリンゴ加工業者が輸入果

汁使用のリンゴ酢偽装表示と八戸市の水揚げ業者

による魚の偽装表示があり、言葉を失いました。

相次ぐ食品偽装問題を受けて、地域ブランドをど

のように守っていくのかは大きな課題です。平成

17年度から開始されている経済産業省の地域ブラ

ンドアドバイザーフォーラム事業や農商工連携を

促すために地域を支える中小企業と農林水産業が

連携した事業に対して税制面で支援する農商工等

連携促進法がことし５月に成立し、７月21日に施

行されました。これらを重層的に活用した地域ブ

ランドづくりへの積極的な取り組みについてお伺

いいたします。

次に、地域団体商標導入についてお伺いいたし

ます。地域団体商標を導入する商標法が平成18年

度より施行されました。消費者のブランド志向の

高まりを受けまして、類似したブランドとの差別

化、ブランドの信用性を高めるなどの効果ははか

り知れません 「むつ市のうまいは日本一 、我。 」

が地域の特産品を保護するため付加価値を上げる

地域団体商標導入についてご所見をお伺いいたし

ます。

質問の３は、高齢者対策について、高齢者の聴

覚検診についてお伺いいたします。昨年暮れに亡

くなった父もそうでしたが、高齢の方との会話で

時々反応がおかしく、寂しげな表情をされること

があり、そうだ、この方は耳が遠いのだったと思

い出して大きな声に切りかえ話すことがありま

す。65歳以上の約３割の方が難聴であると言われ

ています。こういう現状のもと、一つの問題とし

て、自分自身の難聴に気づかない高齢者が多いと

いうことがあります。専門家によりますと、徐々

に進行するため、気のせいかなということで全く

気づかない人も少なくないとのことです。

もう一つの問題は、難聴で意思の疎通がうまく

いかなくなると、友人と会わなくなって社会参加

の機会が少なくなり、自分の殻に閉じこもるよう

になることです。家庭内の孤立という心配もあり

ます。つまり難聴から生きがいの喪失へ、そして

閉じこもり、うつ、認知症へ進み、要介護になっ

てしまいます。介護保険の分野では、認定審査を

受けるうちの約40％に難聴があると言われてお

り、訪問調査で難聴があり、ほとんど聞こえない

と記載されていても、年のせいだから仕方ないと

思われて、そのまま放置されている事例もあるよ

うです。高齢者の難聴の実態と、その影響につい

てご所見をお伺いいたします。

続きまして、教育問題についてお伺いいたしま

す。児童・生徒と向き合う時間の確保であります

が、教師の忙しさは、全国の公立小・中学校に共

通して言えることであります。さまざまな要求や

事務作業に追われ、子供とかかわる時間、向き合

う時間が十分にとれない、授業の準備にも満足な

時間がとれず、余りの多忙に体を壊したり、うつ

病になるなどの事例も決して少なくないと聞いて

おります。

ところで、このたび閣議決定されました今後

10年間の教育の目指すべき姿と５年間に重点的に

取り組む施策を示した教育振興基本計画でありま

すが、幼児教育から大学、社会教育にわたり、道

徳教育の充実、いじめや不登校対策、小・中学校

施設１万棟の耐震化促進などが列挙されていま

す。中央教育審議会が提出した答申に基づき、文

部科学省が決定し、政府内で調整したとのことで

ありますが、教育現場のこと、教育のあるべき姿
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を示した内容になっているのでしょうか。

質問の１は、不登校対策並びに保健室登校につ

いてお伺いいたします。2007年度県内の小・中学

校で病気や経済的な理由などを除き、年間30日以

上欠席した不登校の児童・生徒は1,513人で、前

年度より28人多く、このうち小学校が209人、前

、 、年度比18人減 中学校が1,304人で46人増となり

中学校の増加が全体を押し上げているとの報告が

ありました。

不登校となったきっかけで最も多かったのは、

小・中ともに情緒的不安や極度の緊張など、本人

にかかわる問題でそれぞれ約３割を占めていま

す。そして、全国的に大きな問題になっているの

が保健室登校です。学校に来ても、教室に行かず

に保健室で過ごす割合が増加しています。登校し

た子供が１日を保健室で過ごしたり、特定の授業

以外は保健室にいたりする状態、養護教員が保健

室登校の子供さんの心身の悩みを聞いたり、時に

は各教科の指導もしていると伺いました。本市の

教育現場の現状と課題についてお伺いいたしま

す。

、 。続いて いじめ問題についてお伺いいたします

安心して学べる教育環境は、校舎の整備の問題だ

けではございません。ご存じのように、いじめや

不登校は依然として続いております。いじめの発

生件数は、平成17年度の発表によりますと、報告

されているだけでも全国の小・中・高等学校全体

の約２割に当たる２万件を超え、各地で深刻ない

じめが発生し続けております。その背景には、い

じめは不可避、いじめはなくならないという風潮

に歯どめがかかっていないことが見てとれます。

その中でいじめられる側の子供たちが孤独感を

抱き、不登校や自殺という悲劇的な結果を生んだ

り、いじめられないためにいじめる側に回るとい

ったいじめの連鎖が起きていると思われます。こ

うしたいじめの連鎖を断ち切るには、いじめを根

絶するという強い意思を持たせること、孤独感を

解消すること、人間関係の修復をすること、温か

いまなざしを注ぐことが最も重要ではないでしょ

うか。言いかえますと、人を思いやる心といじめ

をやめろという勇気が最も大切なのではないでし

ょうか。

文部科学省は、平成18年10月、いじめを苦にし

た児童・生徒の自殺が相次いで発生したことか

ら、いじめの問題への取り組みの徹底について通

。 、知を発しました その要旨であります次の３項目

１、いじめの早期発見、早期対応について、２、

いじめを許さない学校づくりについて、３、教育

委員会による支援について、本市の小・中学校で

はどのような取り組みが行われているのでしょう

か、お伺いいたします。

３番目として、特別支援教育についてお伺いい

たします。平成19年４月より特別支援教育がスタ

ートし１年が経過いたしました。課題が大きく浮

き出した１年ではなかったでしょうか。教師の力

量や推進の仕方、取り組みといったハード面のみ

ではなく、理解や認識というソフト面の課題が重

要であると思います。

2000年度に入り、一般の学校は少子化で児童・

生徒が減少している反面、特別支援学校は、逆に

児童・生徒が増加、大阪府立守口養護学校では、

生徒数急増に対応するため、2007年度には玄関ホ

ールの３分の２をつぶして教室に転用しました。

さらに2008年度には家庭科教室を普通科教室に転

用しています。

ところで、ここ数年中学１年生の不登校が激増

し、小・中の連携が叫ばれ、本市におきましても

。 。取り組まれております 不登校の原因は複雑です

しかし、発達障害を理解することにより、個々に

応じた対応ができると考えます。子供たちが今後

の対人関係を含め、環境に適応できるようにして

いくためには、小学校の３、４年生ごろが重要な
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時期と言われます。なぜならば、幼稚園から小学

校の低学年までは集団になじめない、子供たちは

小学校の３、４年生ごろになると周囲の無理解か

ら、学校では空気が読めない、自分勝手などと言

われ、いじめや孤立、行き渋りといった状況が始

まります。発達障害に気づかなかったり、無理解

であったりすると、先生の教え方がまずいとか、

親のしつけがなっていないとか、あるいは子育て

に原因がある、愛情が不足しているといった誤解

が生まれます。子供たちは、頑張っても頑張って

もできないこと、わからないこと、困っているこ

とがあります。だれからも理解されないだけでな

く、何の手助けもなければ自信を失い、強い孤独

感にさいなまれてしまいます。逆に周りのみんな

が理解し、自信を持たせることにより、障害その

ものすべては改善されなくても、周りの援助で成

長していくことができます。子供たちこそが一番

困っているという事実を理解し、子供たちが持つ

大変さに共感する姿勢がなければ何の施策をして

もうまくいかないのではないでしょうか。特別支

援教育がスタートし、１年が経過しました。現況

と課題についてお伺いいたします。

４番目として、学校給食における食物アレルギ

ー対策についてお伺いいたします。文部科学省の

報告書によりますと、食物アレルギーの児童・生

徒は全国で約33万人、重いアナフィラキシー症状

を起こす子は１万8,300人おり、社団法人全国学

校栄養士協議会などが行った調査によりますと、

2002年、2003年度に学校給食が原因でアレルギー

症状を引き起こしたケースは637例あり、そのう

ち約50例が命を脅かす可能性があったアナフィラ

キシーショックまで進んでいたとの報告がありま

した。

中でも深刻な問題とされている食物アレルギー

は、乳幼児を中心に増加傾向にあり、子供や親た

ちにとって本来栄養となるべき食物が逆に体に異

常を来し、楽しいはずの食事が異常に神経を過敏

にさせ、大変大きな心の負担があります。その原

因や治療法は、まだ解明されず、ますます深刻化

していると言えます。

2005年に食物や薬物アレルギーによるアナフィ

ラキシーに備え、病院に着く前に使うべき治療薬

、 「 」としてアドレナリン自己注射 製品名 エピペン

が追加公認されました。学校現場で同ショックが

起きた場合、その子供の意識が低下するなどで自

己注射できない場合も予想されます。今回の学校

ガイドラインでは、教職員によるエピペン使用が

可能になり、緊急時の使用ができるようになりま

した。学校現場におきます食物アレルギー対策の

現状と取り組みについてお伺いいたします。

以上、４項目についてお伺いいたします。市長

並びに教育委員会委員長におかれましては、明快

かつ前向きなご答弁をお願いいたしまして、壇上

からの質問といたします。

〇議長（村中徹也） 市長。

（宮下順一郎市長登壇）

〇市長（宮下順一郎） 鎌田議員のご質問にお答え

いたします。

まず、防災行政についてのご質問の安心・安全

なまちづくりについてであります。最近の岩手・

宮城内陸地震、岩手沿岸北部地震を初め近年の自

然災害や異常気象は、極論を言えば、これまで人

類が経験したことのない事態を招いており、今ほ

ど防災に対する関心と重要性が叫ばれた時代はか

つてなかったと認識しているところであります。

市におきましても、たびたび大きな地震や洪水に

見舞われ、甚大な被害を受けているものの、幸い

にして人的な被害は、昭和43年の十勝沖地震以来

発生しておりません。

私は、市長就任以来、この防災対策を最重点施

策の一つとして、常日ごろからの危機管理意識と

情報収集の徹底を職員に指揮してまいりました
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が、本年１月に市の国民保護計画を策定したこと

を契機として、また有事の際の危機管理体制をさ

らに強化するため、総務部に防災調整監を配置し

たものであります。

新たに取り組んでいることと今後の課題につい

ては、ただいま申し上げました平素からの危機管

理意識の徹底と情報収集はもちろんのこと、新た

な取り組みとして民間事業者等との災害時応援協

定の拡大による地域共助体制の確立、今後予想さ

れる原子力施設の立地等に対する対応と時代の変

化に即した危機管理、防災体制の充実強化を図っ

てまいりたいと考えておりますので、ご理解賜り

たいと存じます。

次に、食の安全についての第１点目、地域ブラ

ンドづくりについてのご質問にお答えいたしま

す。農林水産物、食品の地域ブランド化は、地域

の特性を生かした農林水産物や食品の高付加価値

化により農林水産業、食品産業の競争力の強化や

地域の活性化を図るものであり、現在各地でさま

ざまな農林水産物や食品について、地域ブランド

化の取り組みが行われております。

下北地域においては、農林水産物を活用した下

北ブランドの創出による地域活性化を目的に、下

北ブランド産品認証制度が平成15年に創設されて

おり、この制度は安全、安心で高品質な地場産品

を厳選して、下北ブランド産品として認証するも

ので、現在25品目が認証され、むつ市内小売店等

での販売会を実施しているほか、商工まつりなど

に参加し、下北ブランド認証商品のＰＲに努めて

おるところでございます。

むつ市においても、各地域の特色ある農林水産

物、食品のブランド化に向けた取り組みを進めて

おりますが、地域ブランドは生産者が自信と誇り

を持って提供し、消費者が安心して選べるという

双方の信頼関係によって築かれるもので、まず第

一歩は地元消費者の皆さんに知っていただくこと

であり、そのためには生産者自身が地域ブランド

品として育てていく強い意思を持ち、安全、安心

な食品を生産し、安定的、継続的に供給していく

ことが重要であると考えておるところでございま

す。

、 、さらに 地域ブランドに関する意識醸成のため

地域ブランドアドバイザーフォーラムへの参加や

農商工連携を促すために中小企業者と農林水産業

、 、者が共同で実施する新たな加工食品の開発 製造

販売などを積極的に支援してまいりたいと考えて

おりますので、ご理解を賜りたいと存じます。

次に、２点目の地域団体商標導入についてのご

質問にお答えいたします。地域団体商標制度は、

農林水産物を初め伝統工芸品など、地域ブランド

の保護や振興のため、地域の特色ある商品の生産

に携わる人々が協力し、品質の維持向上、広告、

営業努力などの面で創意工夫することを促すとと

もに、地域ブランドを適切に保護することで商品

の付加価値を高め、地域産業の競争力強化を図る

ことを目的に平成18年に導入され、本年３月末ま

でに全国で371件が登録されており、本県でも田

子ニンニクほか８件が登録されております。

むつ市には、各地域に特色ある農林水産物、加

工食品がたくさんございますが、販路拡大に向け

たブランド化を図るため、この商標制度を活用す

ることができないか、関係機関と連携を図りなが

ら検討してまいりたいと考えておりますので、ご

理解を賜りたいと存じます。

次に、ご質問の３点目、高齢者対策についてお

答えいたします。高齢者の難聴の多くは加齢が原

因による老人性難聴と言われております。この難

聴は、聴覚に関係する細胞の減少や老化により聴

力が低下するもので、50歳を超えると聴力が急激

に低下し、60歳以上になると会話が不便になり始

めますが、個人差が大きく、40歳で補聴器が必要

になる場合もあれば、80歳を超えてもほとんど聴
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力が低下しない場合もあると言われております。

市における65歳以上の方の難聴の実態は、正確

には把握しておりませんが、平成19年度の介護認

定審査の訪問調査の結果では、約半数の方が聞こ

えの悪さを訴えております。

鎌田議員ご指摘のとおり、高齢者の難聴は、長

時間にわたり少しずつ進行するため、本人が難聴

であることを意識していない場合があり、周囲か

らいきなり難聴を指摘されることなどによりショ

ックを受けて、意思疎通がうまくできないために

引きこもりがちになり、認知症の引き金になるケ

ースもあるようでございます。加齢に伴う聴力の

低下は、だれにでも起こり得るものですが、進行

すると社会生活を送る中で不自由を感じたり、さ

まざまな支障を来すようになるため、大きな不安

や精神的ストレスを抱えるようになるとも言われ

ております。難聴になった場合に安心して生活す

るためには、家族はもちろんですが、周囲の方々

の難聴に対する理解と支援が大切であると考えて

おります。このため、市といたしましては、難聴

などの障害をお持ちの方には、身体障害者福祉法

に基づき補聴器を給付するほか、故障したときの

修理事業を行っております。

また、鎌田議員のご提言に基づき、平成16年度

から耳の不自由な方に対して筆談で要件に応じる

ことを示す耳マークを市庁舎や市の関連施設に表

示設置したほか、耳や言葉が不自由な方の外出を

サポートする電話お願い手帳を交付するなど、耳

が不自由な方の利便性の向上を図るとともに、周

囲の方々に対しても広く理解を求めておりますの

で、ご理解を賜りたいと存じます。

なお、当市の聴覚障害者手帳保持者数及び補聴

器交付状況並びに平成19年度介護認定審査訪問調

査の詳細につきましては、担当部長から説明いた

します。

４点目の教育問題につきましては、教育委員会

より答弁いたします。

〇議長（村中徹也） 教育長。

（牧野正藏教育長登壇）

〇教育長（牧野正藏） 鎌田議員のご質問にお答え

いたします。

まず、不登校対策、保健室登校についてであり

ます。議員ご指摘の不登校の問題は、教育委員会

といたしましても、将来を担う子供たちの健全な

育成のためには、どうしても解決、減少させてい

かなければならない最重要課題として取り組んで

いるところであります。

まず、本市の不登校児童・生徒の現状について

でありますが、平成19年度の不登校児童・生徒数

は全部で75名、そのうち小学生は16名、前年度よ

り１名の増、中学生は59名で前年度より２名の減

となっております。全国及び青森県におきまして

は、ここ２年は増加傾向に転じておりますが、本

市の場合は前年度とほぼ同数で推移しておりま

す。特に中学生の発生率は、調査を開始しました

平成３年度以降初めて全国や青森県を下回ったと

ころであります。

学校での不登校に対するさまざまな取り組みの

成果がようやくあらわれてきたものと思っており

ます。しかし、引き続き生徒指導上の重要課題と

して取り組むべく、昨年策定しましたむつ市教育

プランの中に位置づけているところであります。

続いて保健室登校の状況についてであります。

昨年度の保健室登校児童・生徒ですが、市内全体

では小学生は１名、中学生は11名となっておりま

す。しかし、学校によっては保健室以外の教室、

すなわち別教室で学習している生徒もおり、この

数は保健室登校と合わせますと、決して少なくな

い数であります。

次に、不登校に対する取り組みと課題について

であります。不登校の原因の主なものは、仲間や

対人関係をうまくつくれないこと、家庭の悩みや
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親子関係に起因するもの、学習や将来の進路に対

する不安などが挙げられますが、問題が複雑に絡

み合っており、その原因が特定しにくく、容易に

保護し切れないのが実際のところであります。し

たがって、不登校の状態から登校するまでにこぎ

つけ、教室に入れるようになるまでには相当の時

間を要するケースが多いことから、学級担任や養

護教諭のみならず、学校全体の課題として組織的

に対応するよう各学校に指導しているところであ

ります。

本市では、学校以外の機関としてむつ市教育研

修センター内に教育相談員や相談支援員を常駐さ

、 、 、せ 児童・生徒本人ばかりでなく 保護者や家族

あるいは学級担任や生徒指導担当者との相談の場

として活用できるように、教育相談室、学習室を

設置しているところであります。

昨年当センターの教室に通学している児童・生

徒は13名で、そのうち８名の者が学校に復帰する

ことができたところであります。今後とも不登校

児童・生徒の実態に応じた効果的な活動プログラ

ムの開発などに努めてまいりたいと考えていると

ころであります。

、 、さらに 本市では議員各位のご理解をいただき

15名のスクールサポーターの配置、さらには県の

委託事業としてスクールカウンセラー、スクール

ソーシャルワーカー、悩みを抱える子供に対する

相談員の配置が可能となったところであり、各学

校へのサポート体制が充実し、徐々にその成果が

あらわれてきているところであります。しかし、

子供の中には複雑な家庭環境、経済的に恵まれな

い不安定な状況に置かれているケースも少なくな

いことから、これまで以上に児童民生委員や児童

相談所などの関係機関との連携を密にして不登校

対策に取り組んでまいりたいと思っております。

次に、いじめ問題についてでありますが、本市

の昨年度の小・中学校のいじめ発生は５件で、指

導を受けた児童・生徒は15名と報告されておりま

す。これは、一昨年度と比較いたしますと、件数

では19件の減、児童・生徒数では48名の減となっ

ております。しかし、いじめの問題は実際は外か

らは見えにくく、学校や家庭でもいじめの兆候を

見逃していることが考えられますので、報告件数

の多寡によって、少なくなった、改善されたと判

断するのは早計なことであると思っております。

いじめ問題は、どの学校にも、どの子にも起こり

得る問題であるとの認識が必要であり、議員ご指

摘のように、早期発見、早期対応に徹するととも

に、いじめを許さない学校づくりが大切であると

思っております。

学校教職員は言うまでもなく、子供の間でも理

由のいかんを問わず、いじめは犯罪であり、人間

として、たとえ子供であっても絶対に許さない、

許されないものである。いじめを見て見ぬ振りを

する者も加害者であるという考え方に立って、教

育委員会では各学校に対し、教育方針を明確に提

示しているところであります。

どの学校においても、その方針に従い、日常的

には第１段階の指導としては、授業の中、部活動

などの放課後の活動や巡回などを通して子供の言

動の変化や雰囲気を敏感にキャッチし、問題の発

見に努めているところであります。

さらには、どの学校でも校内の組織として子供

や保護者の悩み、相談や要望をいつでも積極的に

受けとめることができるよう教育相談体制を整備

しているところであります。

また、道徳や学級活動、児童会や生徒会活動、

少年防犯弁論大会、意見発表会などにおいて、い

じめにかかわる問題を取り上げ、子供同士でいじ

めを生まない学級、学校づくりに努めさせている

ところであります。いじめがあった場合、それを

軽く見ない、一過性の対応で終わらせない、その

事実を隠さない、まさに開かれた学校づくりこそ
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がいじめ防止の最良の防御策として認識し、いじ

めを受けている当事者のプライバシーや二次被害

の防止に配慮しつつ、実態を報告し合うなど、Ｐ

ＴＡや外部機関との情報の共有を図るよう指導し

ているところであります。

次に、教育委員会による支援についてでありま

すが、まず各学校に対しましては、いじめ問題に

関する教育委員会の指導の方針を具体的に示し、

どの学校においてもその対応や指導手順が一貫し

たものになるよう、学校危機管理マニュアルや学

校訪問などを通して指導の徹底を図っているとこ

ろであります。

また、３年前の平成18年度から子供や保護者、

市民から直接いじめに関する相談を受けることが

できるよう教育委員会の中に専用電話を設置した

り、メールアドレス、ファクス番号を記したチラ

シを市内のすべての児童・生徒に配布するととも

に、ポスターを各学校関係機関に配布し、いじめ

防止、根絶に向けて取り組んでいるところであり

ます。

近年は、携帯電話やパソコンを介してインター

ネットにより相手を誹謗中傷するいわゆるネット

いじめが大きな社会問題になっており、いじめが

陰湿化、悪質化する傾向にあります。そのケース

は、市内においても発生しており、教育委員会で

は保護者や学校と連携して、その処理については

警察の協力をもお願いしているところでありま

す。

教育委員会としましては、引き続きＰＴＡや地

域の関係団体等とともに、いじめ問題の重要性を

再認識し、それらについて協議する機会を設ける

など、いじめのない学校、社会づくりに積極的に

支援してまいりたいと考えております。

次に、特別支援教育の現況と課題についてであ

、 、 、りますが 議員ご指摘のとおり 特別支援教育は

学校教育法を一部改正し、特別支援学校のみなら

ず、発達障害を含む障害のある児童・生徒に対す

る教育を積極的に推進するよう法律上明確に規定

され、平成19年４月から、どの小学校、中学校に

おいても実施することとなったところでありま

す。

議員ご指摘のように、発達障害を含め、子供の

障害の程度や症状は子供によって異なっているた

め、障害の状態に応じた一人一人の指導計画を作

成し、幼児期から卒業までの一貫した支援ができ

るよう指導体制の整備が強く求められておりま

す。教育委員会といたしましては、特別支援教育

を本市の学校教育指導の重点の一つとして掲げ、

障害のある児童・生徒が持てる力を高め、可能な

限り自立した社会参加ができるよう教育環境の整

備とともに、関係機関と連携を図りながら、学校

支援体制の組織づくりに取り組んだところであり

ます。

市内小・中学校24校すべてに校内委員会を設置

するとともに、その中に特別支援教育コーディネ

ーターを配置し、関係機関との連絡調整、保護者

の連絡窓口や推進役としてきめ細かな指導ができ

るよう新たな組織として位置づけたところであり

ます。

さらに、２年前から幼児期から小・中学校まで

の一貫した教育を実施する必要から、市内すべて

の小・中学校、幼稚園、保育所、保育園、むつ養

護学校、市健康推進課が一堂に会し、今後の連携

のあり方について検討を始めたところでありま

す。

また、精神科医や小児科医を講師に招き、発達

障害に起因する心理的、身体的な障害を引き起こ

している児童・生徒の理解と対応に関する研修会

を開き、教師の専門性や指導力の向上に努めてい

るところであります。今後ともスクールサポータ

ーの配置など、学校に対する効果的な支援体制の

改善を図りながら、子供一人一人の可能性を最大
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限に伸ばす教育の充実に努めてまいりますので、

より一層のご理解とご協力を賜りたいと存じま

す。

次に、食物アレルギー対策の現況と取り組みに

ついてのご質問にお答えします。ことし６月に実

施しました食物アレルギー調査では、市内小・中

学校24校の児童・生徒数5,715名のうち、食物ア

レルギーを持っている児童・生徒は372名で、全

体の6.51％に上ります ちなみに 昨年度は357名。 、

で、全体の6.11％でありましたので、昨年度と比

較いたしますと0.4ポイント 人数にしまして15名、

の増ということになります。

教育委員会では、食物アレルギーを持つ児童・

生徒に各学校でこれまでどのような対応をしてき

たかなどについての調査を進め、実態把握に努め

てきたところであります。各学校では、すべての

児童・生徒の保護者に食物アレルギーに関するア

ンケート調査を行い、アレルギーで悩む児童・生

、 。徒 保護者の把握に努めてきたところであります

ケースによっては、直接保護者との面談を行い、

一人一人の症状の実態はもとより、学校給食ある

いは教育活動の中で留意、配慮すべき点は何か、

どのような対応が必要であるか等について確認

し、きめ細かな指導ができるようにしているとこ

ろであります。

議員ご指摘のとおり、アレルギー反応によりじ

んま疹などの皮膚症状、腹痛や嘔吐などの消化器

症状、呼吸困難などの呼吸器症状が複数同時に、

かつ急激にあらわれた状態、いわゆるアナフィラ

キシーショック症状を示す児童・生徒が全国で確

認されており、このことから文部科学省ではこの

４月に学校のアレルギー疾患に対する取り組みガ

イドラインを公表したものであります。

この中では、食物アレルギー対策として、原因

となる食物の除去が唯一の予防法であるとし、ま

ず個々の児童・生徒のアレルギーの原因となる食

物を学校が把握することが取り組みの前提である

としております。さらに、アナフィラキシーの症

状が重篤となり、生死にかかわる状態となった場

、 、合は 医師の処方によるアドレナリン自己注射薬

いわゆるエピペンが有効であるとしております。

しかし、エピペンが手元にありながら、症状によ

っては児童・生徒が自己注射をできない場合も考

えられることから、居合わせた教職員が本人にか

わって注射をしたとしても、医師法違反にはなら

ないと考えられるとの指針が示されたところであ

ります。

教育委員会としましては、食物アレルギーに関

しては保護者との連携を図り、これまで対応して

おりますように、原因となる食物の除去によるア

レルギーを発症させないよう対応してまいりたい

と考えておりますが、万が一に備え、職員、教職

員、保護者のアナフィラキシーに対する知識の向

、 、上と対応策の周知 啓蒙に努めてまいりますので

ご理解を賜りたいと存じます。

〇議長（村中徹也） 保健福祉部長。

〇保健福祉部長（吉田市夫） 鎌田議員ご質問の３

点目、高齢者対策について市長答弁に補足説明さ

せていただきます。

まず、当市の聴覚障害者手帳保持者数等につい

てご説明いたします。平成20年３月末現在の聴覚

障害者手帳保持者数は213人でございます。この

うち65歳以上の方は149人で、全体に占める割合

は70.0％となっております。また、補聴器交付者

数は全体で156人となっており、このうち65歳以

上の交付者数は108人で、全体に占める割合は

69.2％でございます。

次に、平成19年度介護認定審査申請に係る訪問

調査のうち、聴力に関する事項についてご説明い

たします。訪問調査対象者数は4,500人でござい

ます。このうち、やっと聞こえるが1,477人、大

声が聞こえるが739人 ほとんど聞こえないが23人、
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、 、で 合計2,239人の方が聴力に問題を抱えており

全体に占める割合は49.8％でございます。

〇議長（村中徹也） １番。

〇１番（鎌田ちよ子） 市長、教育長におかれまし

ては、丁寧なご答弁ありがとうございます。再質

問させていただきます。

防災についてでありますが、９月１日は防災の

日でありました。本市におきましても、これまで

地域、企業、行政を初め防災関係者が一体となっ

た共同による大規模な総合防災訓練を実施されて

まいりました。本年度は25日９時半から、大畑地

区を対象とした総合防災訓練が実施予定でありま

す。災害に強いまちづくりの観点から、これまで

の訓練の成果と災害時に必要な備蓄用品の確保、

、 、 。保管 管理 供給体制についてお伺いいたします

続いて、体育館機能を備えた防災センター、オ

フサイトセンターについてでありますが、本市を

取り巻く隣接市町村、原子力関係施設での万が一

の事故は、私たちにも多大な影響を及ぼすものと

覚悟しなければならない状況ではないでしょう

か。昨年７月の新潟県中越沖地震、柏崎刈羽原発

の変圧器火災の様子が繰り返し報道されました。

万が一すべてのライフラインがストップしても市

民が避難できる場所の確保こそ何にも増して重要

課題と考えます。ライフライン機能ストップに対

応できる体育館機能を兼ね備えた防災センター、

オフサイトセンターについての市長のご所見をお

伺いいたします。

〇議長（村中徹也） 市長。

〇市長（宮下順一郎） 鎌田議員の再質問、まず１

つ目が災害時の備蓄用品についての確保、保管、

管理、供給というふうな部分でのお尋ねでござい

ました。この部分におきましては、まだ現在、例

えば食料だとか水だとか、そういうふうな部分で

の備蓄はなかなかできるような状況ではございま

せん。ただ、各消防署のほうには、災害が発生し

た際の、その水防倉庫というふうな位置づけをし

ておりますけれども、そこには例えばスコップだ

とか、つるはしだとか、それから麻袋だとか、そ

、 。ういうふうな道具 工具等はプールしております

市内に５カ所程度そういうふうな部分で防災倉庫

的な、水防倉庫とは言いますけれども、防災倉庫

というふうな位置づけで今設置をしております。

ただ、この部分で備蓄用品、食料、水、そうい

うふうなもの、ライフラインというふうなことで

ございましたので、この部分につきまして、プー

ルをする場所、備蓄をしていく場所というふうな

ことはなかなか難しい部分がございます。例えば

昨今よく言われております賞味期限でしょうか、

そういうふうな問題もあります。それから、かな

りの量もストックをしておかなければいけない。

水は、たしか企業局のほうでペットボトル等の対

応はしているところでありますけれども、今の段

階で備蓄用品の確保、保管、管理、そして供給と

いうふうなことでは非常につらい状況にございま

す。また、そういうふうな部分を各地区に配置す

るのか、そして集中してそれを保管していくのか

ということも考えなければいけませんし、多額の

費用というふうなことも想定されます。

今後民間事業者、さまざま例えば商店の方々、

それからメーカーさん、そういう方々との災害時

の応援協定というふうなことも必要になろうと思

います。災害時の応援協定につきましては、現在

災害発生の段階での道路にストップしている車を

撤去するため自動車整備協会だったでしょうか、

そのほうとの協定は結んでおります。

さらに、またごみ処理についても、廃棄物の処

理事業組合のほうからのご協力をいただくという

、 。ふうな そういう部分も今協定を結んでおります

もう一歩進んで今後この備蓄用品、食料を中心と

したそういうふうなものにつきましては、独自の

備蓄計画を策定して、年次計画の中で民間事業者
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との災害時応援協定を活用してつくっていかなけ

ればいけないと、検討してまいりたいと、このよ

うに考えているところであります。

２点目の体育館機能と防災センター、オフサイ

トセンターというふうな再質問でございましたけ

れども、この下北半島、特に原子力が点在してお

ります。今一番私たちがオフサイトセンターと言

われてぱっと思いつくのが東通村役場の隣に下北

地域広域行政事務組合の東通消防署、そしてその

上にオフサイトセンターがございます。それは、

東通村の原子力発電所、万が一何か事故が起きた

ときにと、災害が発生した場合というふうなこと

で、その防災対策を講じるための拠点施設がオフ

サイトセンターでございますけれども、これは原

子力災害対策特別措置法第12条により、事業所ご

とに国がオフサイトセンターを指定するというふ

うなことになっております。当市といたしまして

は、2010年をめどにして使用済燃料中間貯蔵施設

が運転開始になるというふうな形で今進んでいる

わけでございます。原子力防災のかなめとなるこ

の施設でありますので、当然事業所ごとに国がオ

フサイトセンターを指定するというふうなこと

で、当市といたしましても、建設を強く要望して

いるところであります。これがオフサイトセンタ

ーの部分でございます。

ただ、オフサイトセンターと体育館の整備とあ

わせてというふうなイメージだと思いますけれど

も、オフサイトセンターの機能は、原子力災害が

発生した際に国からの派遣、また現地での対応、

そしてさまざまな方々が科学的に判断もしなけれ

ばいけない、そういうふうなことでオフサイトセ

ンターは機能を非常に敏感にとらえて対応してい

かなければいけない施設でございます。そこに体

育館というふうなことになりますと災害が発生し

たときに、要するに危機管理をするグループと、

また一般市民の方々の避難場所だとかが混在して

きますと、オフサイトセンター、防災機能という

部分に非常に難点があります。そういうふうな部

分がまず１つでございます。

それから、オフサイトセンターの整備は、国の

交付金事業であります。体育館の整備は当該交付

金事業の対象外であるというふうなことでござい

ますので、体育館機能を備えたオフサイトセンタ

ーの整備は非常に困難であると言わざるを得ない

ということでご理解をいただきたいと思います。

また、庁舎が仮に皆さん議会のほうで御議決を

いただきまして、今想定している場所に移ります

と、防災機能がここに集約をされていくものと、

こういうふうな部分で防災機能の拠点施設という

ふうなこと、市民の命と財産を守るため、この現

庁舎では現在400人の職員も勤務をしております

し、１日1,000人という延べ人数で市民の方々の

ご利用をいただいていると、こういうふうな状況

でございますので、私としてはご理解をいただい

て、移転した際には、新庁舎が市民の命と財産を

守るための防災拠点になり得るというふうなこと

も、お尋ねではございませんでしたけれども、あ

えて防災のほうでのお話でございましたので、防

災機能を高めるというふうなことでご理解をいた

だければなと思います。

以上です。

〇議長（村中徹也） １番。

〇１番（鎌田ちよ子） 市長におかれましては、体

育館は体育館として再度検討していただくようよ

ろしくお願いします。

続いて要望でありますが、地域ブランドづくり

ということで、若い方との懇談の席で行政の職員

にアプローチしてもなかなか腰が重いとの指摘が

ありましたので、行政マンの皆様には、自ら強い

リーダーシップをとって進めていただきたく要望

いたしまして、一般質問を終わります。ありがと

うございました。
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〇議長（村中徹也） これで、鎌田ちよ子議員の質

問を終わります。

昼食のため午後１時まで休憩いたします。

午前１１時５８分 休憩

午後 １時００分 再開

〇議長（村中徹也） 休憩前に引き続き会議を開き

ます。

◎野呂泰喜議員

〇議長（村中徹也） 次は、野呂泰喜議員の登壇を

求めます。７番野呂泰喜議員。

（７番 野呂泰喜議員登壇）

〇７番（野呂泰喜） 今定例会において最後の質問

。 、者になりました野呂でございます 統一地方選挙

むつ市議会議員選挙におきまして、市民の皆様か

ら議席をいただきまして、早いもので１年になろ

うとしております。今振り返ってみますれば、選

、 、挙期間中 財政再建を第一に一般会計と特別会計

さらに水道事業会計を含め 平成18年度末で585億、

円、累積赤字も21億円であります。むつ市の一般

会計と一部事務組合との長期債を合計すると、約

742億円になりますよと、これが今のむつ市の財

政の状況であり、今箱物に手を染めている場合で

はない。市民生活の安定が先であり、市民生活向

上のために頑張りますと街頭で述べさせていただ

きました。

議員として１年、市民本位、市民の目線で本当

に市民サイドに立って物事を判断しているのか、

自分自身今でもよく考えさせられます。

むつ市議会第197回定例会に当たり、通告順に

従い一般質問を行います。市長並びに理事者にお

かれましては、前向きなご答弁をお願いいたしま

す。

電源立地地域対策交付金について質問いたしま

す。新聞報道を見ると、関東、中部では幾らか景

気が下降ぎみといえども、まだまだ景気のよい話

が伝わってまいります。青森県、とりわけむつ市

では景気のよい話はなかなか聞くことができませ

ん。もともと産業基盤の弱い、そして自主財源に

乏しいむつ市は、電源立地地域対策交付金に大き

く依存する財政構造になっており、また財政再建

団体に陥らないため、簡単に言うならば、夕張市

にならないために電源立地地域対策交付金を借金

返済に向けひたすら金を返すことに専念しろと赤

字解消計画に組み込まれていることは私も十分認

識をいたしているところでありますが 市長 市、 、「

民協働の施策展開 、そして「まちづくりの主役」

は市民である 、いわば市民の味方であるといっ」

、 、た姿勢であるならば 現状のむつ市の景気の低迷

落ち込みはまことに深刻さを増している。企業の

倒産により、ますます地元での雇用の受け皿が少

なくなり、失業率も高くなってきている現状をど

う受けとめておられるのか。

そして、今原油高により生活必需品の値上げと

いう形で市民生活を圧迫しております。家計を預

かる主婦の皆様にとって、財布から出るお金だけ

が多くなり、値上げが台所を直撃しております。

市民にとってまことに先行き不透明感だけが広が

り、不安であろうかと思われます。

また、企業とて同じであり、事業経営者として

も経費増が重く経営にのしかかってきている現状

であります。原子力産業に寄与することで得られ

る交付金を一般家庭や企業に対して原子力立地給

付金として料金の還元を行うべきであろうと私は

思います。平成20年度以降原子力発電施設等周辺

地域交付金見込みは４カ年で約76億円強、そして

東京電力東通原子力発電所１号機前倒し交付金６

億7,000万円が増額になりましたが、まずすべて

の交付金を原子力立地給付金として還元するとな

りますと、一般家庭で年間いかほど還元されるも
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のなのか、また企業、事務所１社当たりの金額が

幾らになるのかお知らせをお願いいたします。

財政再建について質問をいたします。財政基盤

の弱いむつ市において、平成の大合併、三位一体

改革など、地方自治体をめぐる状況が大きく変わ

った今、財政を初め施策の評価、何よりも課題を

読み解く能力が不可欠であり、財政危機は突然に

襲ってくるものではなく、少しのほころびを見逃

してきたツケが大きくなった結果が今日の財政状

況であり、財政再建団体に落ちるところを首の皮

１枚で転落を回避している状態であります。

今はまだ盤石ではない財政の現実にありなが

ら、市長は口を開くたびに財政の危機を訴えてい

ながら、高価な買い物、庁舎移転に固執して新た

な借金をするというまことに整合性がとれない行

政運営であろうかと思います。

先日むつ市の2007年度各会計決算見込みが出さ

れました。2008年度決算から導入される自治体財

政健全化法の早期健全化基準を実質赤字比率など

４指標すべてで下回る見通しとなったとあります

が、普通会計の赤字割合を示す実質赤字比率、連

結実質赤字比率、実質公債費比率、将来負担比率

の具体的な数字をまずお聞きいたします。

道路基盤整備の大湊市道浜通線の全面舗装につ

いてお伺いをいたします。市道浜通線は、大湊新

町３差路から下通りを経由して宇田町に至る路線

でありますが、道路の維持管理が非常に悪い状態

であり、道路の至るところに陥没や亀裂があり、

一応は部分的に埋め合わせてありますが、でこぼ

こ状態であり、朝夕は市道浜通線を通勤通学で利

用する車の台数も非常に多くなり、ドライバーや

地域住民からクレームが多く出されています。一

日も早い全面的な舗装を希望いたします。

以上で壇上からの質問といたします。

〇議長（村中徹也） 市長。

（宮下順一郎市長登壇）

〇市長（宮下順一郎） 野呂議員のご質問にお答え

いたします。

まず、市長の政治姿勢についてのご質問の第１

点目、電源三法交付金について、原油高によりす

べての生活必需品が値上がりし、市民生活を直撃

している、また企業にとっても経費増が経営に重

くのしかかっている現状から、交付金の使途につ

いて議会と話し合い、一般家庭や企業に対して原

子力立地給付金として電気料金の還元を行うべき

ではないかとのご質問であります。野呂議員から

は、昨年９月のむつ市議会第193回定例会におい

ても電気料金還元に関するご質問があり、その際

には市の財政が危機的な状況を脱するまでの間は

電気料金の還元は行わず、施設の維持運営費や事

業運営費など、一般財源への振りかえ効果を最大

限に生かせる事業への充当を優先していきたいと

回答し、ご理解をお願いしたところであります。

私といたしましても、この１年間にガソリン等

の石油製品価格が急騰し、建築資材や食料品等の

値上げも続き、市民生活、企業活動に大きな負担

。 、となっていると認識しております しかしながら

本年度からは新たな破綻の芽を事前に摘み取るた

めの地方公共団体の財政の健全化に関する法律が

施行される節目の年となり、早期健全化団体への

転落は何としても回避しなければなりません。仮

に早期健全化団体へ転落ということになれば、市

民へさらに我慢を強いることになりかねません。

平成23年度に向けて赤字解消計画の確実な履行を

進めていくことが必須の状況にありますので、ま

ずは累積赤字の解消を果たし、財政健全化のめど

が立ちました折には、原子力発電施設等周辺地域

交付金相当部分の使途につきまして、改めて議会

とも相談してまいりたいと考えておりますので、

ご理解賜りたいと存じます。

次に、ご質問の第２点目、原子力発電施設等周

辺地域交付金相当部分について、仮に全額を原子
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力立地給付金として一般家庭と企業に還元した場

合の年額についてでありますが、各施設の着工時

期の兼ね合いにより変動要素が大きいことから、

試算額をお示しすることは差し控えさせていただ

きたいと存じますので、ご理解願います。

次に、ご質問の２点目、地方公共団体の財政の

健全化に関する法律、いわゆる新たな財政健全化

法で公表が義務づけられました実質赤字比率等４

つの財政指標については、企画部長から説明いた

します。

次に、ご質問の市道浜通線の舗装についてであ

ります。この路線の整備につきましては、本年２

月のむつ市議会第195回定例会において野呂議員

からご質問いただき、回答申し上げました融雪溝

整備の内容と重複いたしますが、市道浜通線は大

湊新町３差路から下通りを経由して宇田町に至る

延長3,161メートルの路線であります。議員ご承

知のとおり、当該市道は幅員が狭隘で、側溝も整

備されていない箇所もあることから、拡幅は無理

といたしましても、道路の全面的な改良事業とし

て実施していく必要があると考えております。

現在この路線の中央公民館付近から大湊小学校

、付近までの海岸線約900メートルにおきましては

失われつつある自然環境を守りながら、自然と人

々の安全とが調和した海岸の整備を図ることを目

的に大湊港海岸エコ・コースト事業が実施されて

おります。この事業による埋め立て完成後には、

市において遊歩道の整備を図る計画があり、機能

的には通学路としての利用も考えられますことか

ら、当該市道との関連性が極めて高い事業と認識

しております。

市道整備につきましては、埋め立て完成後のこ

れら事業計画との調整を図りながら、また事業の

集中化による交通並びに住民生活への影響等も考

慮しながら、整備時期を慎重に見きわめていかな

ければならないものと考えておりますので、ご理

解賜りたいと存じます。

〇議長（村中徹也） 企画部長。

〇企画部長（阿部 昇） ご質問の第２点目、財政

再建に関しての財政健全化法に基づく実質赤字比

率等の指標につきましてご説明をさせていただき

ます。

同指標は、決算とともに監査委員の審査を経た

後議会に報告し、公表に付するもので、平成19年

度の指標につきましては、現在監査委員の審査を

受けている段階にありますことから、あくまでも

暫定値としてお答えいたしますことをご了承賜り

たいと存じます。

まず、一般会計等の赤字の程度を指標化し、財

政運営の深刻度を示す実質赤字比率ですが、この

指標は従来の一般会計等の実質収支比率と同じ概

念でありまして、早期健全化基準の12.66％に対

し、12.59％と平成18年度決算における試算で唯

一クリアできなかったこの比率が、平成19年度決

算見込みでは僅差ながら基準を下回ることができ

ました。

また、すべての会計の赤字や黒字を合算し、地

方公共団体全体としての赤字の程度を示す連結実

質赤字比率は17.66％の基準に対して14.51％、一

般会計等における借入金の返済額、いわゆる公債

費や公債費に準じたもの、例を挙げますと企業会

計や一部事務組合等の借入金のうち一般会計が負

担する部分がこれに当たりますが、これらの大き

さを示す実質公債費比率は25.0％の基準に対して

20.6％、地方公共団体の一般会計の借入金、いわ

ゆる地方債残高や債務負担行為に基づく支出予定

額、あるいは職員の退職手当等が将来の財政を圧

迫する可能性が高いかどうかを示す将来負担比率

は350.0％の基準に対して268.7％とそれぞれ基準

を下回っております。

、 、なお 冒頭でも申し上げたところでありますが

確定した数値につきましては、12月定例会にご報
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告することになりますので、ご理解を賜りたいと

存じます。

以上でございます。

〇議長（村中徹也） ７番。

〇７番（野呂泰喜） ちょっと順序が逆になります

けれども、道路基盤整備から先に質問させていた

だきます。

確かに今年の３月定例会において市道浜通線の

融雪溝をやってほしいということを要望いたしま

した。そのときの答弁と大体似ておるのかなと、

今回の答弁も大体同じような答弁であったのです

けれども。

その前にエコ・コースト事業、これは何年で完

成予定なのか、工事におくれが生じてはいないの

かどうか、そこをまずお聞きをさせていただきま

す。

〇議長（村中徹也） 建設部長。

〇建設部長（太田信輝） エコ・コースト事業に関

するご質問にお答えいたします。

、 、この事業は 大湊港海岸浸食対策の一環として

平成13年６月に国の指定を受け、実施しているも

ので、平成13年に県と市が共同で事業を行うこと

として進めているものでございます。県では、こ

の事業を平成14年から平成24年度までの11年間で

完了させる予定で、現在工事を進めております。

以上でございます。

〇議長（村中徹也） ７番。

〇７番（野呂泰喜） そうしますと、平成24年度で

完成という考え方でよろしいのかな。

〇議長（村中徹也） 建設部長。

〇建設部長（太田信輝） 県の護岸工事は平成24年

度で終わります。その後、埋め立てが終わった後

に市が遊歩道を整備しますので、遊歩道のほうは

まだもう少しかかると思いますけれども、先ほど

の市長答弁にもございましたように、今１カ所か

らでないと入れないわけです、工事の関係で。そ

れが埋め立てが終わりますことによって中央公民

。 、館のほうからも進入が可能になります となると

同じ道路に集中して工事業者が入るということが

なくなるので、その辺で検討されるのではないか

というふうに考えております。

〇議長（村中徹也） ７番。

〇７番（野呂泰喜） そうすると、あくまでも県の

事業は平成24年で終わりということで、市の事業

はそれからまだかかるということですね。そこを

もう一点確認しておきます。

〇議長（村中徹也） 建設部長。

〇建設部長（太田信輝） 埋め立てが終わるのが平

成24年度ということでございますので、その後に

修景施設を備えた遊歩道をつくるという形になり

ます。これは、関係機関及び学校、町内会等を集

めまして協議をして、ワークショップなどを開き

まして、それからどういうものをつくっていくか

というのを平成24年あたりに検討し、平成25年あ

たりからその工事に入るというふうに考えており

ますので、市の事業としてはまだその後二、三年

はかかるものと考えております。ただ、当然かな

りの額がかかるものですから、財政の状況を見き

わめながら進めるということにもなると思いま

す。

以上でございます。

〇議長（村中徹也） ７番。

（ ） 。 、〇７番 野呂泰喜 わかりました そうしますと

埋め立ては平成24年と確認します。

そして、むつ市の遊歩道等をやると、また三、

四年かかると。そうなると、まだまだ先の話だと

いうことですね。それまではできないと。という

のは、市長、私は市道浜通線だけではなく、これ

はむつ市のあちこちの道路を見てきたのですけれ

ども、同じような状況の道路が非常に多い。財政

が大変だ、大変だといってそういう事業をやらな

いというのも私はまたいかがなものかなと思いま
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すけれども、この部分はまた再度気長に質問をさ

せていただきます。

次に、電源立地地域対策交付金について、私壇

上で市民生活が非常に苦しくなっていますよと。

市長、今灯油が120円から130円、リッター当たり

非常に高い価格、今はちょっと下がったようです

けれども、それでも非常に高い状態。それで、市

長、大変失礼ですけれども、昨年の12月もしくは

１年前の灯油の価格は幾らだったかご存じでしょ

うか、お聞きをしたいと思います。

〇議長（村中徹也） 市長。

〇市長 宮下順一郎 こちらのほうでは 昨年12月（ ） 、

の灯油価格、幾らかということは、ちょっと把握

しておりません。

〇議長（村中徹也） ７番。

〇７番（野呂泰喜） 市長、市の大きな部分も、そ

れは大事だと思います。でも今この原油高、そし

、 。て家庭の生活を圧迫している 直撃している状態

昨年の12月でリッター大体90円です。１年前です

と、大体七十七、八円から高くて80円ではなかっ

たかな。今の130円として、昨年の１年間で50円

も高くなっているのです。恐らくことしの冬、ご

家庭の皆さんは大変だと思います リッター130円。

となると、ホームタンク１つ入れると、市長、幾

らになると思いますか。計算してみてください。

これが私の今回の趣旨で、ですからその部分でむ

つ市にはいわゆる原子力立地給付金というものが

ある。前日同僚議員が漁業の燃料代という話も申

し上げておる。いわゆる私は、市民の活力がなけ

ればむつ市は成り立たないと思います。その活力

イコール何か、市民の生活の安定だと私は思いま

す。その安定をなくして市長、むつ市はないと思

います。市長の考え方は、むつ市があって市民が

あると思っていらっしゃるのか、その部分を１点

ちょっと確認をさせていただきます。

〇議長（村中徹也） 市長。

〇市長（宮下順一郎） 市民の生活の安定が第一義

であるというふうなご趣旨で承りました。私もそ

のように思っております。ただ、その部分で先ほ

ど来、この交付金をそのために回しなさいという

ご趣旨なのかなと、こういうふうに推察をしてい

るのですけれども、仮にそのような形になります

と、赤字解消計画もできませんし、そして４つの

指標の中のこの部分の中で非常に大きな形での赤

字というふうなもの、これも膨れ上がって、早期

健全化団体及び再生団体になり得るというふうな

部分、そのためにこのような形で使わせていただ

いていると、議会のほうのご了承、予算の中でも

ご了承いただいて使わせていただいているという

ふうなことでございますので、仮にその部分を全

部シフトしてしまうと、非常に国からの制限を受

ける形の再生団体、早期健全化団体、これに転落

の可能性があるというふうなことは壇上でその意

を伝えたところでありますので、ご理解いただけ

るものと思います。

〇議長（村中徹也） ７番。

〇７番（野呂泰喜） 財政健全化にも絡まってきま

すのであれですけれども、2006年度で12.66％だ

。 、ったと 早期健全化比率でいけばどうなのですか

12.65％が一つの目安。いわゆる0.01％出たと、

12.66％になりましたよと。金額的に大体150万円

ぐらいかな。そうなりますと、12.59％だと、い

わゆる0.07ポイント下がりましたよと。12.65％

からいくと0.06％下がったということかな 150万。

円で0.06％だと900万円、1,000万円ぐらい余裕が

出たと、財政比率からいけば。実質赤字比率、私

最初壇上で申し上げたけれども、本当に首の皮１

枚なのですよね。本当に潤沢な、盤石な財政状況

ではないわけです。まして市民の方々には市民税

の値上げ、そして国民健康保険税の値上げと。値

上げラッシュを浴びせているわけです。やはり私

は市民の方々をまずもう一回、市長、あなた、市
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、 「 」民協働 そして まちづくりの主役は市民である

と、市民の味方であると。そうなると、やはりも

うちょっと施策を考えるべきではないかなと、僕

はそう思いますけれども、市長のご見解をお願い

いたします。

〇議長（村中徹也） 市長。

〇市長（宮下順一郎） 市民の味方であるというふ

うなご表現、私もそのような気持ちで今行政を運

営させていただいております。仮に再生団体、早

期健全化団体になりますと、まさしくそれが絵に

かいたえそらごとというふうなことになります

。 、 、と そうすると 先ほど野呂議員お話しのとおり

北海道のある市のことをお話しになりましたけれ

ども、そのような状態になって公共サービスが低

下し、もっともっと値上げが始まり、さまざまな

部分で市民の生活にご負担をいただくと、それを

回避するために、今私はこのような形で手法をと

らせていただいておりますし、先ほど来実質赤字

比率12.66％というふうな、これを超えてしまう

と、４つの指標の中で一つでも超えると、その早

期健全化団体になるわけですけれども、この部分

においては平成19年度末決算の段階で12.59％、

つまり0.07％ということで、その赤字比率を超さ

ないで、それこそ首の皮１枚でございます。それ

を避けて何とかやっていこうというふうなのが今

の行財政の進め方であります。

市民の味方であると、これは行政全体が考えて

おりますし、私も考えております。そのために今

このような手法をとらせていただいております

し、この再生団体及び早期健全化団体を回避する

ために今懸命に頑張っていると。赤字解消計画も

順調に推移しているというふうなことでご理解い

ただけるのではないかと、このように思います。

〇議長（村中徹也） ７番。

〇７番（野呂泰喜） 先ほど私は箱物に手を染めて

いる場合ではないですよということを申し上げ

た。今箱物としてやろうとしているのが下北駅の

駅舎問題、これも電源三法交付金。それと高価な

買い物、庁舎、旧アークスプラザ。私は、それよ

りも先にまず市民の生活のほうに金を向けるべき

ではないのかというのが私の論理です。それで再

生団体に陥るという論理は違うと私は思う。いわ

ゆるそちらのほうの事業をやめて給付金として市

民の皆様にお返しして、そしてまたそれが世の中

に回っていけば、むつ市の財政の活性化につなが

るという私はこういう論理であります。なかなか

これ何時間やってもかみ合わない論議になるのか

なと思います。

いずれにしても、市民の方は、今非常に生活が

疲弊しておる。また、国のほうもこれから日本だ

けでなく世界の景気がどうなるのか、非常に危ぶ

まれてきておる。やはりここはもう少し身の丈に

合った事業、そして財政を組むべきではないでし

ょうか。その部分を１点ご指摘を申し上げておき

ます。

それで、市長、市長の政治姿勢について、大く

くりで１つ私先ほどもそう思ったのですけれど

も、この今使っておる現庁舎ですけれども、職員

が400人いらっしゃると そして 来庁者が1,000名。 、

ぐらいいらっしゃると。それを端的に10時間で割

れば100名と、合わせると500名の方々がこの今む

つ市の庁舎にいらっしゃる。瞬間的に大きな地震

が来たら……。

市長 あなたは３月定例会で私の質問に 400名、 、

の命はだれが守るのだということを発言なさって

いらっしゃいます。あれから１年、幸い……申し

、 、 、わけない 間違いました 昨年の９月定例会です

私この質問をしたら、市長は、こういう答弁をな

さった。瞬間的に地震が来たら、本庁舎が一番危

ないのだと、そこにいる400名の職員、そして来

庁なさっておる市民の方々100名、合わせて500名

の命、だれが守るのだと。その部分で１年間、幸
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いにして大きな地震が来ませんでした。ただ、ま

だいつ来るかわかりません。今補正予算で旧アー

クスプラザへの補正予算は通りましたけれども、

それでも来年移るとすると、１年まだかかる。こ

の部分、では今の庁舎に手をかけないのですか、

そこをお聞きいたします。

〇議長（村中徹也） 市長。

〇市長（宮下順一郎） 今の現庁舎にその部分でお

金をかけないかと。お金をかける、かけない、多

分推察いたしますに、耐震の強化をするのか、し

ないか、それにお金をかけるか、それからまた１

年これからかかるだろうというふうなお話ですけ

れども、そのためにはなかなかこの状況ではかけ

られないと。だから、本当に手を合わせて大きい

地震が来なければいいなというふうなことでござ

います。それしかありません。ですから、またあ

、 、とは職員等に対しては避難訓練 さまざまな訓練

そういうふうな形の中での訓練もしております

し、連絡をきっちりするように、要するにどの場

所が避難場所で、どこから出るようにというふう

なことの指示はしているところであります。

〇議長（村中徹也） ７番。

〇７番（野呂泰喜） 市長、私は「市民協働の施策

展開 「まちづくりの主役は市民である 、現実」、 」

的に直下型の大きい地震が来れば、市民の方は巻

き込まれるということです。その耐震性を増す考

えはないということで理解してよろしいのです

ね。

〇議長（村中徹也） 市長。

〇市長（宮下順一郎） そのために早く庁舎に、こ

の現庁舎は一部にＩｓ値で非常に懸念されるとこ

ろがあります。それだったらきっちりとした形で

議会に諮り、ご説明を申し上げ、市民説明会を開

催し、その形でＩｓ値で1.2というふうな、その

程度の新しい庁舎に移るべく今努力をしていると

ころであります。

「まちづくりの主役は市民である 、このこと」

は私はもう一番の大きな気持ちで今取り組んでお

ります。そのために庁舎の移転につきましても、

、 、再三各地で説明会を行い そしてそれを集約して

市民の方々が一番ご懸念を持っておられるのは財

政再建の部分であると。その部分とこの安全性を

確保する、両立をしていかなければいけない。行

政というのは、私もこの立場になって初めて理解

ができた部分、これは総合的に判断をしていかな

ければいけないと。片一方だけに集約してしまう

と、それだったら片一方のほうが手薄になってく

る。そういうふうな部分も私この１年間で学びま

した。そのためには、やはり総合的な判断のもと

で、総合的に行政を進めていかなければいけない

というふうなのがこの１年で学んだことであり、

このことを肝に銘じて私は進めていかなければい

けない行政課題であると、こういうふうに思いま

す。

〇議長（村中徹也） ７番。

〇７番（野呂泰喜） 総合的な判断、それはそれで

よろしいでしょう。ただ、やはり目の前に危険が

あるという、その危険を取り除かないで総合的な

施策はなかなか通じ得ないものがあるのではない

のかなと思います。

先ほど電源立地地域対策交付金に対して、すべ

ての交付金に対して一体家庭でいかほど還元され

るものなのかと、それも答えが出せない。市民の

方々は、金額が知りたいと私は思います。それを

伏せるというのは、あえてどういう意図があって

伏せているのか、その部分をお聞かせいただきま

す。

〇議長（村中徹也） 市長。

〇市長（宮下順一郎） 答弁を求められなかったわ

けでありますけれども、目の前に危険が迫ってい

ると、事実そのような状況でございます。ですか

ら、早く庁舎を移りたいというふうなのがこの行
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政の責任者である私であり、そして議会のほうに

お諮りをして、何としても早く移りたいというの

が本音でございます。

金額をなぜ明示できないのかというふうなこと

でございますけれども、先ほどお話をいたしまし

たように、各施設の着工時期の兼ね合いによりさ

まざまな部分で変動要素が大きゅうございます。

この部分において、金額がひとり走りする、さま

ざまな部分で期待感、そういう予断を入れてしま

うというふうな部分で、やはり行政としてはある

程度正確な金額をお示しをしておかなければいけ

ない。しかし、これは前提がございまして、壇上

でもお話をいたしましたけれども、まずは累積赤

字の解消を果たし、財政健全化のめどが立ちまし

た折には原子力発電施設等周辺地域交付金相当部

分の使途につきまして議会に改めて相談を申し上

げたいというふうなことでございますので、ご理

解をいただけるものと思います。

〇議長（村中徹也） ７番。

〇７番（野呂泰喜） まさにきょうかもしれない、

あしたかもしれない、大地震が。それは手をかけ

ない。だから、１年後庁舎を移るのだと。これ以

上話をしても水かけ論になると思います。

私がヒアリングで申し上げたときには、今現在

あるその電源立地地域対策交付金、その部分で幾

らになるのですかという質問を出しておったので

す。いずれにしても、次回改めてまたやらせてい

ただきますので、私の質問はこれで終わります。

〇議長（村中徹也） これで、野呂泰喜議員の質問

を終わります。

◎日程第２ 議員提出議案上程、提案

理由説明、質疑、討論、採決

◇議員提出議案第６号

〇議長（村中徹也） 次は、日程第２ 議員提出議

案第６号 むつ市議会会議規則の一部を改正する

規則を議題といたします。

提出者から提案理由の説明を求めます。24番菊

池広志議員。

（24番 菊池広志議員登壇）

〇24番（菊池広志） むつ市議会会議規則の一部を

改正する規則についての提案理由を申し述べさせ

ていただきます。

会議規則第14条の規定により提出いたしました

議員提出議案第６号 むつ市議会会議規則の一部

を改正する規則。

本案は、平成20年６月18日に公布された地方自

治法の一部を改正する法律の議会に関する規定が

９月１日に施行されたことに伴い、むつ市議会会

議規則第159条第１項中に引用している同法条文

の項番号にずれが生じたことから、条文の整理を

するものであります。

以上が上程をされました議員提出議案第６号の

提案理由であります。

〇議長（村中徹也） これで提案理由の説明を終わ

ります。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（村中徹也） 質疑なしと認めます。これで

質疑を終わります。

お諮りいたします。ただいま議題となっており

ます議員提出議案第６号は、会議規則第38条第２

項の規定により、委員会への付託を省略したいと

思います。これにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（村中徹也） ご異議なしと認めます。よっ

て、議員提出議案第６号は委員会への付託を省略

することに決定いたしました。

これより討論に入ります。討論の通告がありま

せんので、ただちに採決いたします。

本案は原案のとおり可決することにご異議あり
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ませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（村中徹也） ご異議なしと認めます。よっ

て、議員提出議案第６号 むつ市議会会議規則の

一部を改正する規則は原案のとおり可決されまし

た。

◎散会の宣告

〇議長（村中徹也） 以上で本日の日程は全部終わ

りました。

お諮りいたします。明９月17日及び18日は議事

整理のため休会したいと思います。これにご異議

ありませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（村中徹也） ご異議なしと認めます。よっ

て、明９月17日及び18日は議事整理のため休会す

ることに決定いたしました。

なお、９月19日は付託議案審議、議員提出議案

上程、提案理由説明及び審議、議員派遣を行いま

す。

本日はこれで散会いたします。

午後 １時４８分 散会
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